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番号 4・絢名 ワークシートでのアクションの指示 アクションの具体的内容 学習項目
① クスノキ 業を一枚取り、手でもみほぐして臭いを噴いでみよう どのような臭いか飽述 徹種子、繍植脳物の双原子料葉畑、クスノキ科、暖j量得緋の織成
後る銭に付いている棄のを帽一子枚)を録1集、また地面~にの落コちナてラい
② アラカシ 斗(ドングリ ) 個録集し、 へ 業1敏と鐙斗1値を傑.行って下さい
，a曜冷信a温干組温得姐牲得絢と体繕の双震子繍綱同性mRZR  頬フナ科
樋(アラカシ)
①~ココナラとアラカシの果葉の比般般を斗し{ドよンうグ， 申哩コ但温唖ナ遺い書長ラをの斗のE手の業途触扇とり頂信、倒斗貿かを16ら傑み厚.たみし復アを織ラ比カを厳シスしとケ‘比両ッ較チ者しの遣いを 種{コナラ)③ コナラ ナラとアラカシの 実の 1)の帽子}
の遣いを見つけよう 両者の
④ ユリノキ ユリノキの葉はどんな形?不思搬な3曜の形をスケッ 震の外形のスケッチ 開始的徹子相納(モクレン科}チしてみよう
(5) ソテ'-")_ ソテツとヤシはよく似ています包遣いを見つけよう 両者の遣いを飽述 線子織物ソテツ刻、徹子纏絢.子.頬園陸棄と績.
(6) ヤシ
イかチ気ョづウいのた.ζ脈とをは根つ本から薬先まで遭ってみよう。何 ぴF事ち、積.元をか1紋ら鐸ZEa9Eしま.で.をの.中の央外付形近がの儲.か脈れをた1図本中選 徳イチ子ョ纏ウ絢のイ!東チ'ョウ踊⑦ イチョウ 始性(ニ叉分厳禁脈、精子形成、お.
にスケッチ 付きイチョウ)
.1、ミbタ ヒノキ ヒノキ{ZヒEをノキ特の一種のカイズカイブキ)に薫はあるワ 見つけよう 葉一敏分と思われる飢分をスケッチ
練子細と車物EbE畢事形果態煩ヒノキ科
創業
⑤ セコイア 後象{碕の両.I!に棄の付いた綾}を1つ操.し.メタセ 織元に落ちている綾象を録集 常練子植物E業事県頬、世ス界ギ畳科高樹コイアのところへ行って下さい 緑性針術 高
⑩， タケ タケl立木ですかマ草ですか? そして、その理由 タケを観察し、木か草かその理由を舵述 徹子植物蝋子旗朔タケ科、木本性と草本性lま守
























学部 学科 05後期 06前期 06後期 07前期 07後期 08前期 08後期 09前期 09後期 10jij期 合計
商 13 10 44 45 29 58 15 39 8 20 280 
経 22 64 40 73 25 48 33 30 15 29 382 
j去 2 13 5 9 22 17 9 7 15 17 116 
文 5 18 14 10 8 22 18 28 14 18 155 
数学 。 3 。 。 。 7 4 7 。 22 
物理 。 3 4 7 5 3 5 3 3 10 43 
物質 。 。 4 7 3 。 。 17 
理
化学 3 。 6 7 3 11 4 6 42 
生物 6 。 6 4 4 5 4 6 2 38 
地球 。 4 。 3 3 2 。 。 3 8 23 
理科選択 。 。
学部合計 9 11 11 18 23 26 16 22 23 27 186 
機械 。 2 。 。 17 24 
電気 B 。 。 7 8 。 3 。 28 
応化 。 。 2 。 7 4 。 2 。 16 
建築 9 2 13 12 2 B 2 4 。 53 
都市 。 6 。 2 。 。 12 
応物 7 。 4 。 4 3 2 。 。 21 
工 情報 2 10 
。 6 5 2 8 9 44 
バイオ 2 。 。 。 6 。 10 。 。 。 19 
知材 5 4 。 。 4 。 。 16 
環境 。 10 。 5 。 12 2 。 。 30 
電子物理 。 。
化学1¥イオ 。 11 。 11 
都市学科 13 4 16 33 
学部合計 33 18 37 13 35 30 38 25 35 43 308 
医 看護 。 。 。 。 。 。 。 。 2 
食品 4 。 。 。 。 3 11 
生 居住 6 12 10 
。 29 2 。 。 61 
人間 4 7 。 2 。 。 17 
学部合計 6 10 13 18 。 32 3 4 2 89 

















































08前期 192 41 
08後期 91 40 
09前期 109 42 
09後期 78 35 
10前期 101 49 
合計 571 207 
表6 実習経験の時期
小学校中学校 高校
08前期 180 75 18 
08後期 87 37 8 
09前期 99 51 6 
09後期 71 25 11 
10前期 81 51 7 
合計 518 239 50 
表7 実習を取り入れることは良いこと
ー強〈同意 強〈不同意→
2 3 4 5 
08前期 121 89 21 2 。
08後期 63 54 14 。
09前期 61 65 19 4 
09後期 56 45 10 2 。
10前期 68 66 7 5 4 
合計 369 319 71 14 5 
表 8 またこのような野外実習をやりたい
ー強く同意 強〈不同意→
2 3 4 5 
08前期 97 78 46 5 
08後期 50 44 32 5 。
09前期 58 55 24 7 4 
09後期 46 38 23 6 
10前期 58 62 16 10 4 






























2 3 4 5 
08前期 142 79 10 。
08後期 74 42 13 2 
09前期 84 54 11 
09後期 66 40 7 。
10前期 83 53 9 3 2 
合計 449 268 50 7 5 
表10 新しい発見ができた
ー強〈同意 強〈不同意→
2 3 4 5 
08前期 129 57 23 5 。
08後期 58 47 15 5 。
09前期 74 57 11 4 
09後期 59 40 6 3 。
10前期 58 64 15 2 
合計 378 265 70 18 3 




2 3 4 5 
08前期 118 85 26 2 。
08後期 60 49 17 6 。
09前期 71 58 21 。
09後期 61 37 12 2 2 
10臨塑 66 57 21 5 
合計 376 286 97 15 4 
表12 色々な植物があることに気がついた
←強く同意 強く不同意→
2 3 4 5 
08前期 151 51 7 4 2 
08後期 87 26 11 2 。
09前期 102 36 6 2 
09後期 75 29 7 。 。
10前期 93 38 8 。 2 
















2 3 4 5 
08前期 98 107 26 2 。
08後期 55 61 13 2 
09前期 41 76 21 12 。
09後期 39 62 10 2 
10前期 35 77 26 5 7 
合計 268 383 96 23 9 
大久保「多人数授業(学士課程全学共通教育)での野外観察実習導入の試みj
表14 楽しかった 5. まとめ
←強く同意 強く不同意→
2 3 4 5 
08前期 107 100 23 3 。 グリーンアドベンチャーの手法を導入して、植物を
08後期 50 59 15 7 対象とする野外観察実習を個別化する学習プログラム
09前期 34 59 35 22 を開発したD この学習プログラムを用いて大阪市立大
09後期 33 56 19 4 2 
10前期 31 58 40 15 6 学全学共通教育の授業において 5年間で合計10回の授





2 3 4 5 度の育成、親しみやすい野外観察実習の実現などの点
08前期 107 100 23 3 。 で良好な回答を寄せていることが判明し、少なくとも
08後期 50 60 17 5 。
200名規模クラスまでの野外観察実習では十分実用域
09前期 53 75 14 8 
09後期 44 56 7 4 3 にあることが示唆された口
10前期 58 63 22 5 2 課題としては、多人数に対応するために野外観察実






2 3 4 5 ワークシートの開発も考えられる。また、今回は200
08前期 78 114 38 3 。 名規模クラスまでの試行であったが、大阪市立大学に
08後期 38 70 22 2 。
おいても最大数百人規模のクラスが存在することか
09前期 37 85 22 7 。
09後期 26 62 24 ら、より多人数の規模までの対応の検証が必要であ
10前期 28 83 27 9 2 る。





2 3 4 5 
08前期 88 112 31 2 。 ある。倒別学習は学習者個々人の興味や能力なと1こ従っ
08後期 37 67 28 。 。 て、例人のベースで進める学習形態で、集団を前提とし
09前期 40 83 24 3 てし aる一斉学習では対応しきれない個人差やつまずきな
09後期 35 52 24 2 どをカバーし、学習者一人一人に適した学習過程を構成
10前期 33 82 31 3 するために用いられる(千取， 2004)c学習の個別化を





←強〈同意 強〈不同意ー 集団における個別化した学習の例として辻、 1960年代に2 3 4 5 
08前期 72 97 38 4 。 F. s. Kellerによって促;唱されたPSI(Personalized System 
08後期 32 66 24 3 of Instruction)などがあり、日本の教育にも影響を与え
09前期 43 68 31 6 。 ている c また最近では大学教育への導入例も報告されて
09後期 24 53 28 4 し、る (1J後， 1999)。
10前期 27 74 31 5 3 












































資料 1 野外観察実習ワークシート 1





























































































































































図3 ユリノキ (モクレン科) 図4 ソテツとヤシの複葉
f 
ソテツ(裸子植物) ヤシ(被子植物)
図5 イチョウの葉脈 図6 ヒノキ科の鱗葉
シダ
92 
大阪市立大学 『大学教育』 第8巻第 1号 2010年9月
資料2 事後指導授業配布資料その 2
セコイア :常緑樹
図8 三木茂先生
図7 セコイアとメタセコイア
メタセコイア:落葉樹
医19 生きている化石
三木茂先生
図 11 木本の茎の構造と肥大成長1
木とは?
C 周回
互生 十字対生
図10 100万年前のメタセコイアの森復元図
現生(大阪市大)
??
では、
幹のどの部分が肥大成長するだろう?
愛知川産化石林調査団(1993)
図12 木本の茎の構造と肥大成長2
木とは?
二次肥大成長と材(二次木部)形成
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